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■施工上のご注意とお願い

■施工手順

■取付け手順〔標準タイプ〕

□１ブラケットの取付け

□２前枠の取付け

□３妻梁の取付け

□４垂木掛の取付け

□５垂木の取付け

□６屋根パネルの取付け

□７前枠アタッチの取付け

□８縦樋セット

■取付け手順〔連棟タイプ〕

□１部材の切詰

□２連棟用ブラケットの取付け

□３前枠・妻梁・壁付け枠の取付け

□４垂木掛けの取付け

□５連棟部の垂木・屋根パネルの取付け

■取付け手順〔後付けタイプ〕

■テラス本体の組立て

■バルコニーへの接続

■テラス柱の取付け

■姿図

■基本図
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■平面図

■縦断面図（出幅方向：連棟部）
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施工上のご注意とお願い

※製品破損による人への被害、物的損害が想定されますので、下記事項をお守りください。

■設置条件
●母屋の屋根からの雪が直接落ちない場所に設置してく
ださい。
●本製品は木造住宅の2階以下に取り付ける設計となって
おります。3階以上の高所には取り付けないでください。
●以下の性能に対応した地域に設置してください。
特殊地域用1200形→積雪40cm以下
●他社商品（バルコニー等）と組み合わせて設置しないで
ください。
●崖っぷちなどの高低差のある場所には設置しないでくだ
さい。
●柱なしタイプは先付け仕様のみ可能です。後付け仕様の
場合必ず柱を建ててください。

■躯体への固定
●躯体に取り付けずに独立で取り付けることは絶対にしな
いでください。
●プラグ類を使用してモルタル部分だけで固定することは
非常に危険ですから絶対に行わないでください。

●タッピンねじの下穴は指定された下穴より太いドリルを
使用しないでください。

■部材の固定
●組立ねじ・ボルトは必ず指定のものを使用してください。
又使用中緩まないように締め付けてください。

■施工時の足場について
●施工時は転落などの危険が無いように足場を設けてくだ
さい。

■絶緑処理について
●アルミ形材が亜鉛ステンレス以外の金属と接触するとき
は絶縁処理をしてください。

■基礎について
●後付け仕様の場合、柱基礎の施工はP19を参照し行っ
てください。

■パネルについて
●屋根パネルは当社指定の製品をご使用ください。

■施工上について
●母屋の構造材が入っている場所へ取り付けてください。
●みだりに改造・変更をしないでください。
●水平垂直は正確に測ってください。直角が出ていないと
施工に支障がでるおそれがあります。

●当社指定の付属品以外は取り付けないでください。
●取付けは専門業者が行ってください。専門知識のない方
が施工されますと不具合発生の原因となることがありま
す。
※漏水のおそれがありますので下記事項をお守りください。
●シーリング指定個所には必ずシーリング材を充てんして
ください。

注 意

妻梁に付いている「取扱い説明書」を御施主に必ずお渡しください。

お願い

●屋根には絶対にのらないでください。転落するおそれがあります。
●屋根の上に物をのせないでください。製品が破損し物が落下するおそれがあります。
●下記の積雪量を超える前に雪おろしをしてください。製品破損による被害のおそれが
あります。
雪の重さは雪の状態により大きく変化します。特に春先の雪は重く降雨や湿雪の後な
どは新雪にくらべ3倍位の重さになります。
※積雪量1cmあたり3kg/㎡（比重0.3）で算出しています。
（雪降ろしの際、絶対に水をかけないでください。雪がさらに重くなります。）
特殊地域用1200形→積雪40cm以下

注 意 ●当社指定の付属品以外は取
り付けないでください。

●ボルト・ナット・ねじ等は
絶対にゆるめないでくださ
い。
●雪降ろしの際、金属製スコ
ップ等を使用すると屋根材
が割れたり傷つく原因にな
ります。プラスチック製の
スコップ等で静かに行って
ください。

お願い

■施工される方へのお願い

■お施主様へのお願い（この文章はお施主様から問い合わせの際、活用してください。取扱い説明書と同文です）

基 本 図

■縦断面図（間口方向：垂木部分）

■縦断面図（間口方向：躯体側）

■縦断面図（出幅方向：端部） ●本説明書で使われているマークには以下のような意味があります。

…取扱いを誤った場合に、使用者が中・軽傷を負う危険及び物的損害の発生が想定されます。
　冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

注 意
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■施工手順

1 ブラケットの取付け

〈先付け仕様〉

2 前枠の取付け

3 妻梁の取付け

4 壁付け枠・垂木掛けの取付け

5 垂木の取付け

6 屋根パネルの取付け

1 垂木掛けの取付け

〈後付け仕様〉

2 壁付け枠の取付け

3 妻梁の取付け

4 前枠・柱の取付け

5 端部垂木・中間垂木の取付け

6 屋根パネルの取付け

施工手順 姿　図
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取付け手順〔標準タイプ〕

1　ブラケットの取付け

2　前枠の取付け

●目地パッキンを取り除き、建築用
油性コーキング材を奥まで充てん
してください。

●ブラケットは、そで壁部のある側
を外側に向けて取り付けます。ま
ず、仮止めし、水平・垂直を出し
てから本締めします。

※取付け後、水平・垂直の調整が必
要な場合は、同梱のスペーサーを
ご使用ください。

●施工時に前枠が落下するおそれが
あるため、ロープ、ビード等で左
右のブラケットを結び外側に開か
ないようにしてください。

●前枠下部溝に、ボルトを差し込み
ます。（2本）

●前枠をブラケットにのせます。

●ブラケットと前枠を、ロープ等で
結びつけてください。

前枠が落下するおそれがありますの
で、必ず前枠はブラケットの先端よ
りも内側にのせてください。
（図－1参照）

〔前枠〕

〔ご注意〕

（図－1）

シーリング

＜A部詳細図＞【スタンダードデッキとの接続】

＜柱建て中間柱の場合＞

＜主柱は屋根置き・柱建て共通＞

〔柱用基礎〕

■テラス柱の取付け

■基礎について
●基礎は当社指定寸法以上にしてく
ださい。

●基礎には海砂及び急結材を使わな
いでください。柱が腐食するおそ
れがあります。
●地下埋設物（給排水管など）に影
響を及ぼさないようにご注意くだ
さい。
●寒冷地で凍上のおそれのある地域
に取り付ける場合には凍上線の下
まで基礎を設けてください。
●柱には水抜き穴をあけてください。
柱間の水が凍結膨張し柱が破損す
るおそれがあります。
●養生期間は十分（4日～1週間）
とり養生期間は重いものをのせた
り振動させたりしないようご指示
ください。
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●前枠を片側づつ、ブラケットに仮
止めします。

3　妻梁の取付け
●妻梁と壁付け枠を組み立て、妻梁
躯体側に妻梁端部キャップを取り
付けます。次に前枠側に、コーナ
ー継手・前枠取付け金具を取り付
けます。

※コーナー継手・妻梁端部キャップ
のシーリングは、雨漏りの原因に
なりますので、入念に行ってくだ
さい。

●ブラケットの外側から、妻梁を前
枠に接続します。ブラケットに仮
止めした後、前枠にコーナー継手・
妻梁取付け金具をねじ止めします。

●妻梁と、ブラケットの内側を合わ
せて、本締めします。（図－1参照）
本締めが完了したら、ロープを外
してください。

（図－1）

シーリング材
充てん

シーリング材充てん

〔フラットデッキⅡとの接続〕〔柱の切詰め加工〕
●現場実測で寸法を出し、柱を切り
詰めてください。
●柱にφ6.5の後付け用屋根金具取
付け穴をあけます。

〔バルコニーへの取付け〕
●笠木にφ4.5の穴をあけ、後付け
用屋根金具を取り付けます。
※後付け用屋根金具は、間柱の間近
に取り付けてください。
●柱を後付け用屋根金具に差し込み
固定します。

43.6

65 32 4
4

28
10
9

45

26

5

16
4

43

30
13

5

内　側

手すり

30

43.
6

柱

4-φ6.5後付け用屋根金具取付け穴

笠木

後付け用
屋根金具

φ5.5の穴に合わせ、
φ4.5の穴をあける。

間柱

手すりアーム

皿タッピンねじφ5×20

ナベ小ねじＭ6×10

■後付け屋根取付部品基本図

内　側
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※右図に示す接合部をシーリングし
ます。 コーナー継手

パネル枠
妻ばり

前枠

妻ばり

前枠とコーナー継ぎ手
接合部シーリング

前枠と妻ばり接合部
シーリング

〔前枠側〕 〔躯体側〕

4　壁付け枠・垂木掛けの取付け

●垂木掛け端部に、垂木掛け端部キ
ャップを取り付け、壁付け枠にセ
ットします。

●壁付け枠の垂直を出し、壁付け枠、
垂木掛けを躯体に固定します。（必
ず躯体の柱、間柱等の構造材に取
り付けてください。）

※オプション物干しを取り付ける場
合は、物干し取付け用ボルトを、
垂木掛けの溝に差し込みます。（2
本）
※躯体取付け穴には、必ずシーリン
グ材を充てんしてください。

5　垂木の取付け

●端部垂木（A）、中間垂木を取り
付けます。

シーリング

壁付け枠

パネル枠
妻ばり

前枠とコーナー
継ぎ手接合部
シーリング

■バルコニーへの接続

〔フラットデッキⅡの場合〕 〔スタンダードデッキの場合〕取付けに当たっては、専用の部品を
ご使用ください。

〔前枠への取付け〕
●柱取付け鋳物などの専用部品を使
用し、右図の要領で取り付けてく
ださい。

ナベ小ねじ
Ｍ６×１０

Ｍ８袋ナット

六角ボルトＭ８×２０

上部柱
固定鋳物

六角ボルトＭ８×２０

ナベ小ねじ
Ｍ６×１０

Ｍ８袋ナット

柱取付け鋳物

前枠

柱

〔持ち出し柱の場合〕
※初めに必ず柱取付けキャッ
プを取り付けてください。

六角ボルトＭ８×８５

ナベ小ねじＭ６×１０

Ｍ８袋ナット

柱取付けキャップ

持ち出し柱（A）

持ち出し柱（A）

持ち出しコーナー金物

持ち出し柱（Ｂ）
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6　屋根パネルの取付け

●最初に端部屋根パネルを取り付け
ます。
●パネルの躯体側にグレチャンを取
り付けます。
●◯イは垂木掛け溝に、◯ロは壁付け枠
溝に、◯ハは妻梁の所定位置にそれ
ぞれセットします。（図－1参照）
●パネルカバー（端部用）、妻梁ア
タッチを取り付けます。
●後付けビード、垂木掛け端部水止
めゴムを取り付けます。（図－2
参照）

（図－1）

（図－2）

●端部垂木（B）を所定の位置にセ
ットし、タッピンねじで固定しま
す。

〔A部詳細〕

●妻梁下面のブラケット取付け用穴
を、妻梁穴ふさぎキャップでふさ
ぎます。
※妻梁穴ふさぎキャップは、必ずシ
ーリング材を充てんしてください。

〔前枠との接続〕〔前枠への取付け〕
●柱取付け金物などの専用部品を使
用し、右図の要領で取付けくださ
い。

●前枠の両端部に、コーナー継手・
前枠取付け金物を取り付けます。

●柱に前枠を取り付け、前枠と妻梁
を接続します。

●垂木、屋根パネルを取り付けます。
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●パネルの躯体側にグレチャンを取
り付けます。
●◯イは垂木掛けの溝に差し込み、◯ハ
はパネル自体をたわませ、前枠側
にのせます。
●アクリル板スペーサーを、垂木の
切欠き部に取り付けます。取付け
の際、向きに注意してください。

■中間屋根パネルを取り付けます。
【ご注意】
中間パネルは、必ず1スパンづつ取
り付けてください（図－1参照）

（図－1）

（図－2）

■垂木1本当たりのアクリル板
　スペーサー取付け用切欠き個所

※屋根パネルは、左右ののみ込み代
が等しくなるようにセットしてく
ださい。

出幅

2尺

3尺

4尺

切欠き数

無し

1箇所

2箇所

取付け手順〔後付けタイプ〕

■テラス本体の組立て

各部材の組み立ては、前枠と妻梁の
接続方法を除き、標準タイプと同じ
です。
●垂木掛けを取り付けます。
●壁付け枠を取り付けます。後付け
仕様の場合のみ、妻梁取付け金物
中央部の穴を六角タッピンねじで
固定します。

●妻梁を取り付けます。
※後付け仕様の場合は、コーナー継
手・前枠取付け金物を、前枠に取
り付けた後、妻梁と接続します。

■各部名称図
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●垂木アタッチを取り付けます。
※垂木アタッチの端部を垂木掛けに
ぴったり付けた状態でねじ止めし
てください。
【ご注意】
必ず、垂木アタッチは、中間パネル
を1枚セットするごとに取り付けて
ください。（P7図-1参照）
1枚づつ取り付けない場合、パネル
が風にあおられて落下する危険があ

ります。
垂木アタッチは、垂木掛けのふとこ
ろ部分を利用し、（図－3）の番号
順にセットし、固定します。

●野縁を取り付けます。（出幅4尺
のみ）

●前枠アタッチ（端部用）、及び前
枠アタッチ（中間用）を取り付け
ます。

（図－3）

・・・

・

●前枠連棟スリーブを取り付けます。
前枠の直線を出した後、前枠連棟
スリーブを中央部までスライドさ
せ、固定します。
●すべてのボルトを本締めし、ロー
プを外します。

●右図に示す部分を、十分にシーリ
ングします。

ナベタッピン
ねじφ5×14

前枠

連棟スリーブ
バックアップ材

シーリング材
充てん

シーリング

シーリング

シーリング

ナベタッピンねじ
φ5×14
前枠連棟
スリーブ

前枠

前枠

連棟スリーブ
バックアップ材

連棟スリーブ

前枠

シーリング材充てん

前枠との透き間にバッ
クアップ材をつめ、前枠
連棟スリーブ両小口部
をシーリング

前枠とスリー
ブの接合部を
シーリング

●壁付け枠の垂直を出し、壁付け枠・
垂木掛けを躯体に固定します。端
部側は、標準タイプと同じ方法で
固定してください。連棟部は、垂
木掛けを六角タッピンねじで躯体
に固定後、接続部を連棟用垂木掛
けカバーで接続します。
※垂木掛け接続部は、必ずシーリン
グ材を充てんしてください。

●端部垂木（A）、（B）、及び中
間屋根パネルを取り付けます。端
部垂木（A）を取り付け後、中間
屋根パネルをセットし、端部垂木
（B）を取り付けます。
　取付け方法は、標準タイプに準じ
ます。

●端部、連結部の屋根パネ
ルの手順で取り付け後、
中間屋根パネルを取り付
けてください。

4　垂木掛けの取付け

5　連棟部の垂木・屋根パネルの取付け

垂木掛け

ナベタッピンねじφ5×10

端部垂木（A）

端部垂木（A）
六角ボルト
（セムス）M5×20

前枠

中間屋根パネル

端部垂木（B）

端部垂木（B）

丸皿タッピンねじφ4×40
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■0.5間タイプの組立て
●屋根パネル（0.5間用）を右図の
要領で取り付けます。パネル以外
の取付けは、標準タイプと同じです。

ナベタッピンねじΦ５×１４

パネルカバー（０.５間用）

屋根パネル（０.５間用）

●妻梁の駆体側に、縦樋セット取付
け用の半パンチ穴の加工がしてあ
ります。取付け側を打ち抜きます。

●縦樋セットを右図の要領で取り付
けます。

※右図はフラットデッキⅡと接続す
る場合を示します。

※縦樋を駆体のコーナー部に取り付
ける場合、でんでんソケットは、
同梱の横長タイプのものをご使用
ください。（A部詳細参照）

8　縦樋セット

〔A部詳細図〕

でんでんソケット
（横長タイプ）

でんでん

縦樋

丸木ねじΦ４.５×５０

でんでんソケット
（横長タイプ）

縦樋

縦樋

縦樋

A部

合わせます

回転エルボ

エルボ

エルボ

回転エルボ

でんでん

妻梁

ドレンパッキン

フラットデッキⅡ妻梁

ドレン

雨樋パッキン

雨樋アタッチメント

ドレンます

ナベタッピンねじΦ４×１２
（現場穴空け３.４mm）

トラスタッピンねじ
Φ４×１４　３種

縦樋

縦樋

※各前枠連棟側に図にしたがい、ふ
さぎ材をそう入し、シーリング材
を充てんします。（連結の際には
前枠小口を十分密着させ、シーリ
ングが小口全面にいきわたるよう
にしてください。）

前枠連棟
スリーブ

前枠 前枠

連棟用ふさぎ材

連棟用ふさぎ材 連棟用ふさぎ材

端面を合わせ、
はめ込みます。

連棟用ふさぎ材溝部
に十分にシーリング
材を充てんします。

●前枠をブラケットにのせます。ま
ず、端部側を標準タイプと同じ方
法でのせます。
　次に、連棟側に取り付けたボルト
を、連棟用ブラケットの穴に落と
し込みながらのせます。その際、
前枠の背面を、ブラケット立上が
り面に押しつけるようにしてくだ
さい。（図－1参照）
●ブラケットと前枠を、ロープ等で、
結びつけてください。

●前枠を連棟用ブラケットの中心線
に合わせて仮止めします。次に、
端部側を標準タイプと同じ方法で、
仮止めします。（P4参照）
●妻梁・壁付け枠を標準タイプと同
じ方法で取り付けます。

●反対側も、同じ要領で、前枠、妻
梁、壁付け枠を取り付けます。

（A部詳細図） （B部詳細図）〔連棟側〕
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取付け手順〔連棟タイプ〕

1　部材の切詰め

●前枠、垂木掛けの連結側を右図要
領で切り詰め加工してください。

2　連棟用ブラケットの取付け
●連棟用ブラケットを取り付けます。
取付け方法は、標準タイプブラケ
ットに準じます。

3　前枠・妻梁・壁付け枠の取付け

〔前枠〕

●ロープ、ビード等でブラケットを
結び、外側に開かないようにして
ください。

●前枠下部溝にボルト（2本）を差
し込みます。連棟側には、前枠連
棟スリーブを部材端面よりも奥に、
押し込んでおきます。

（　）：関西間
〈　〉：九州・四国間

〔垂木掛け〕

25 25
58.5

100

42

13
.5

13
5

7

60 60

300（315）〈315〉 300（315）〈315〉

12.5（16）〈16〉 12.5（16）〈16〉

〔前枠〕

215（285）〈222.5〉 215（285）〈222.5〉

2-φ5.5現場穴あけ

切り欠き

12

※フラットデッキⅡと接続する場合
は、フラットデッキⅡの妻側部手
すり（駆体側）を3mm切り詰め
ます。（図-1参照）

（図－1）

パラソルーフ
縦樋セット使用

縦樋

手すり

笠木

フラットデッキⅡ
縦樋セット使用

５５

■縦樋納まり図
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（パラソルーフ用）
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取付け手順〔連棟タイプ〕

1　部材の切詰め

●前枠、垂木掛けの連結側を右図要
領で切り詰め加工してください。

2　連棟用ブラケットの取付け
●連棟用ブラケットを取り付けます。
取付け方法は、標準タイプブラケ
ットに準じます。

3　前枠・妻梁・壁付け枠の取付け

〔前枠〕

●ロープ、ビード等でブラケットを
結び、外側に開かないようにして
ください。
●前枠下部溝にボルト（2本）を差
し込みます。連棟側には、前枠連
棟スリーブを部材端面よりも奥に、
押し込んでおきます。

（　）：関西間
〈　〉：九州・四国間

〔垂木掛け〕

25 25
58.5

100

42

13
.5

13
5

7

60 60

300（315）〈315〉 300（315）〈315〉
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〔前枠〕

215（285）〈222.5〉 215（285）〈222.5〉

2-φ5.5現場穴あけ

切り欠き

12

※フラットデッキⅡと接続する場合
は、フラットデッキⅡの妻側部手
すり（駆体側）を3mm切り詰め
ます。（図-1参照）

（図－1）

パラソルーフ
縦樋セット使用

縦樋

手すり

笠木

フラットデッキⅡ
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■縦樋納まり図
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■0.5間タイプの組立て
●屋根パネル（0.5間用）を右図の
要領で取り付けます。パネル以外
の取付けは、標準タイプと同じです。

ナベタッピンねじΦ５×１４

パネルカバー（０.５間用）

屋根パネル（０.５間用）

●妻梁の駆体側に、縦樋セット取付
け用の半パンチ穴の加工がしてあ
ります。取付け側を打ち抜きます。

●縦樋セットを右図の要領で取り付
けます。
※右図はフラットデッキⅡと接続す
る場合を示します。
※縦樋を駆体のコーナー部に取り付
ける場合、でんでんソケットは、
同梱の横長タイプのものをご使用
ください。（A部詳細参照）

8　縦樋セット

〔A部詳細図〕

でんでんソケット
（横長タイプ）

でんでん

縦樋

丸木ねじΦ４.５×５０

でんでんソケット
（横長タイプ）

縦樋

縦樋

縦樋

A部

合わせます

回転エルボ

エルボ

エルボ

回転エルボ

でんでん

妻梁

ドレンパッキン

フラットデッキⅡ妻梁

ドレン

雨樋パッキン

雨樋アタッチメント

ドレンます

ナベタッピンねじΦ４×１２
（現場穴空け３.４mm）

トラスタッピンねじ
Φ４×１４　３種

縦樋

縦樋

※各前枠連棟側に図にしたがい、ふ
さぎ材をそう入し、シーリング材
を充てんします。（連結の際には
前枠小口を十分密着させ、シーリ
ングが小口全面にいきわたるよう
にしてください。）

前枠連棟
スリーブ

前枠 前枠

連棟用ふさぎ材

連棟用ふさぎ材 連棟用ふさぎ材

端面を合わせ、
はめ込みます。

連棟用ふさぎ材溝部
に十分にシーリング
材を充てんします。

●前枠をブラケットにのせます。ま
ず、端部側を標準タイプと同じ方
法でのせます。
　次に、連棟側に取り付けたボルト
を、連棟用ブラケットの穴に落と
し込みながらのせます。その際、
前枠の背面を、ブラケット立上が
り面に押しつけるようにしてくだ
さい。（図－1参照）
●ブラケットと前枠を、ロープ等で、
結びつけてください。

●前枠を連棟用ブラケットの中心線
に合わせて仮止めします。次に、
端部側を標準タイプと同じ方法で、
仮止めします。（P4参照）
●妻梁・壁付け枠を標準タイプと同
じ方法で取り付けます。

●反対側も、同じ要領で、前枠、妻
梁、壁付け枠を取り付けます。

（A部詳細図） （B部詳細図）〔連棟側〕
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●垂木アタッチを取り付けます。
※垂木アタッチの端部を垂木掛けに
ぴったり付けた状態でねじ止めし
てください。
【ご注意】
必ず、垂木アタッチは、中間パネル
を1枚セットするごとに取り付けて
ください。（P7図-1参照）
1枚づつ取り付けない場合、パネル
が風にあおられて落下する危険があ

ります。
垂木アタッチは、垂木掛けのふとこ
ろ部分を利用し、（図－3）の番号
順にセットし、固定します。

●野縁を取り付けます。（出幅4尺
のみ）

●前枠アタッチ（端部用）、及び前
枠アタッチ（中間用）を取り付け
ます。

（図－3）

・・・

・

●前枠連棟スリーブを取り付けます。
前枠の直線を出した後、前枠連棟
スリーブを中央部までスライドさ
せ、固定します。

●すべてのボルトを本締めし、ロー
プを外します。
●右図に示す部分を、十分にシーリ
ングします。

ナベタッピン
ねじφ5×14

前枠

連棟スリーブ
バックアップ材

シーリング材
充てん

シーリング

シーリング

シーリング

ナベタッピンねじ
φ5×14
前枠連棟
スリーブ

前枠

前枠

連棟スリーブ
バックアップ材

連棟スリーブ

前枠

シーリング材充てん

前枠との透き間にバッ
クアップ材をつめ、前枠
連棟スリーブ両小口部
をシーリング

前枠とスリー
ブの接合部を
シーリング

●壁付け枠の垂直を出し、壁付け枠・
垂木掛けを躯体に固定します。端
部側は、標準タイプと同じ方法で
固定してください。連棟部は、垂
木掛けを六角タッピンねじで躯体
に固定後、接続部を連棟用垂木掛
けカバーで接続します。

※垂木掛け接続部は、必ずシーリン
グ材を充てんしてください。

●端部垂木（A）、（B）、及び中
間屋根パネルを取り付けます。端
部垂木（A）を取り付け後、中間
屋根パネルをセットし、端部垂木
（B）を取り付けます。

　取付け方法は、標準タイプに準じ
ます。

●端部、連結部の屋根パネ
ルの手順で取り付け後、
中間屋根パネルを取り付
けてください。

4　垂木掛けの取付け

5　連棟部の垂木・屋根パネルの取付け

垂木掛け

ナベタッピンねじφ5×10

端部垂木（A）

端部垂木（A）
六角ボルト
（セムス）M5×20

前枠

中間屋根パネル

端部垂木（B）

端部垂木（B）

丸皿タッピンねじφ4×40
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●パネルの躯体側にグレチャンを取
り付けます。
●◯イは垂木掛けの溝に差し込み、◯ハ
はパネル自体をたわませ、前枠側
にのせます。
●アクリル板スペーサーを、垂木の
切欠き部に取り付けます。取付け
の際、向きに注意してください。

■中間屋根パネルを取り付けます。
【ご注意】
中間パネルは、必ず1スパンづつ取
り付けてください（図－1参照）

（図－1）

（図－2）

■垂木1本当たりのアクリル板
　スペーサー取付け用切欠き個所

※屋根パネルは、左右ののみ込み代
が等しくなるようにセットしてく
ださい。

出幅

2尺

3尺

4尺

切欠き数

無し

1箇所

2箇所

取付け手順〔後付けタイプ〕

■テラス本体の組立て

各部材の組み立ては、前枠と妻梁の
接続方法を除き、標準タイプと同じ
です。
●垂木掛けを取り付けます。
●壁付け枠を取り付けます。後付け
仕様の場合のみ、妻梁取付け金物
中央部の穴を六角タッピンねじで
固定します。

●妻梁を取り付けます。
※後付け仕様の場合は、コーナー継
手・前枠取付け金物を、前枠に取
り付けた後、妻梁と接続します。

■各部名称図
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6　屋根パネルの取付け

●最初に端部屋根パネルを取り付け
ます。
●パネルの躯体側にグレチャンを取
り付けます。
●◯イは垂木掛け溝に、◯ロは壁付け枠
溝に、◯ハは妻梁の所定位置にそれ
ぞれセットします。（図－1参照）
●パネルカバー（端部用）、妻梁ア
タッチを取り付けます。
●後付けビード、垂木掛け端部水止
めゴムを取り付けます。（図－2
参照）

（図－1）

（図－2）

●端部垂木（B）を所定の位置にセ
ットし、タッピンねじで固定しま
す。

〔A部詳細〕

●妻梁下面のブラケット取付け用穴
を、妻梁穴ふさぎキャップでふさ
ぎます。
※妻梁穴ふさぎキャップは、必ずシ
ーリング材を充てんしてください。

〔前枠との接続〕〔前枠への取付け〕
●柱取付け金物などの専用部品を使
用し、右図の要領で取付けくださ
い。

●前枠の両端部に、コーナー継手・
前枠取付け金物を取り付けます。

●柱に前枠を取り付け、前枠と妻梁
を接続します。

●垂木、屋根パネルを取り付けます。
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※右図に示す接合部をシーリングし
ます。 コーナー継手

パネル枠
妻ばり

前枠

妻ばり

前枠とコーナー継ぎ手
接合部シーリング

前枠と妻ばり接合部
シーリング

〔前枠側〕 〔躯体側〕

4　壁付け枠・垂木掛けの取付け

●垂木掛け端部に、垂木掛け端部キ
ャップを取り付け、壁付け枠にセ
ットします。

●壁付け枠の垂直を出し、壁付け枠、
垂木掛けを躯体に固定します。（必
ず躯体の柱、間柱等の構造材に取
り付けてください。）
※オプション物干しを取り付ける場
合は、物干し取付け用ボルトを、
垂木掛けの溝に差し込みます。（2
本）

※躯体取付け穴には、必ずシーリン
グ材を充てんしてください。

5　垂木の取付け

●端部垂木（A）、中間垂木を取り
付けます。

シーリング

壁付け枠

パネル枠
妻ばり

前枠とコーナー
継ぎ手接合部
シーリング

■バルコニーへの接続

〔フラットデッキⅡの場合〕 〔スタンダードデッキの場合〕取付けに当たっては、専用の部品を
ご使用ください。

〔前枠への取付け〕
●柱取付け鋳物などの専用部品を使
用し、右図の要領で取り付けてく
ださい。

ナベ小ねじ
Ｍ６×１０

Ｍ８袋ナット

六角ボルトＭ８×２０

上部柱
固定鋳物

六角ボルトＭ８×２０

ナベ小ねじ
Ｍ６×１０

Ｍ８袋ナット

柱取付け鋳物

前枠

柱

〔持ち出し柱の場合〕
※初めに必ず柱取付けキャッ
プを取り付けてください。

六角ボルトＭ８×８５

ナベ小ねじＭ６×１０

Ｍ８袋ナット

柱取付けキャップ

持ち出し柱（A）

持ち出し柱（A）

持ち出しコーナー金物

持ち出し柱（Ｂ）
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●前枠を片側づつ、ブラケットに仮
止めします。

3　妻梁の取付け
●妻梁と壁付け枠を組み立て、妻梁
躯体側に妻梁端部キャップを取り
付けます。次に前枠側に、コーナ
ー継手・前枠取付け金具を取り付
けます。

※コーナー継手・妻梁端部キャップ
のシーリングは、雨漏りの原因に
なりますので、入念に行ってくだ
さい。

●ブラケットの外側から、妻梁を前
枠に接続します。ブラケットに仮
止めした後、前枠にコーナー継手・
妻梁取付け金具をねじ止めします。

●妻梁と、ブラケットの内側を合わ
せて、本締めします。（図－1参照）
本締めが完了したら、ロープを外
してください。

（図－1）

シーリング材
充てん

シーリング材充てん

〔フラットデッキⅡとの接続〕〔柱の切詰め加工〕
●現場実測で寸法を出し、柱を切り
詰めてください。
●柱にφ6.5の後付け用屋根金具取
付け穴をあけます。

〔バルコニーへの取付け〕
●笠木にφ4.5の穴をあけ、後付け
用屋根金具を取り付けます。
※後付け用屋根金具は、間柱の間近
に取り付けてください。
●柱を後付け用屋根金具に差し込み
固定します。

43.6

65 32 4
4

28
10
9

45

26

5

16
4

43

30
13

5

内　側

手すり

30

43.
6

柱

4-φ6.5後付け用屋根金具取付け穴

笠木

後付け用
屋根金具

φ5.5の穴に合わせ、
φ4.5の穴をあける。

間柱

手すりアーム

皿タッピンねじφ5×20

ナベ小ねじＭ6×10

■後付け屋根取付部品基本図

内　側
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取付け手順〔標準タイプ〕

1　ブラケットの取付け

2　前枠の取付け

●目地パッキンを取り除き、建築用
油性コーキング材を奥まで充てん
してください。

●ブラケットは、そで壁部のある側
を外側に向けて取り付けます。ま
ず、仮止めし、水平・垂直を出し
てから本締めします。

※取付け後、水平・垂直の調整が必
要な場合は、同梱のスペーサーを
ご使用ください。

●施工時に前枠が落下するおそれが
あるため、ロープ、ビード等で左
右のブラケットを結び外側に開か
ないようにしてください。

●前枠下部溝に、ボルトを差し込み
ます。（2本）

●前枠をブラケットにのせます。

●ブラケットと前枠を、ロープ等で
結びつけてください。

前枠が落下するおそれがありますの
で、必ず前枠はブラケットの先端よ
りも内側にのせてください。
（図－1参照）

〔前枠〕

〔ご注意〕

（図－1）

シーリング

＜A部詳細図＞【スタンダードデッキとの接続】

＜柱建て中間柱の場合＞

＜主柱は屋根置き・柱建て共通＞

〔柱用基礎〕

■テラス柱の取付け

■基礎について
●基礎は当社指定寸法以上にしてく
ださい。

●基礎には海砂及び急結材を使わな
いでください。柱が腐食するおそ
れがあります。
●地下埋設物（給排水管など）に影
響を及ぼさないようにご注意くだ
さい。
●寒冷地で凍上のおそれのある地域
に取り付ける場合には凍上線の下
まで基礎を設けてください。
●柱には水抜き穴をあけてください。
柱間の水が凍結膨張し柱が破損す
るおそれがあります。
●養生期間は十分（4日～1週間）
とり養生期間は重いものをのせた
り振動させたりしないようご指示
ください。
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■施工手順

1 ブラケットの取付け

〈先付け仕様〉

2 前枠の取付け

3 妻梁の取付け

4 壁付け枠・垂木掛けの取付け

5 垂木の取付け

6 屋根パネルの取付け

1 垂木掛けの取付け

〈後付け仕様〉

2 壁付け枠の取付け

3 妻梁の取付け

4 前枠・柱の取付け

5 端部垂木・中間垂木の取付け

6 屋根パネルの取付け

施工手順 姿　図

1.0間

1.5間 2.0間 0.5間

連棟4.0間

【フラットデッキⅡタイプ】

2.0間 出幅4尺 出幅3尺
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施工上のご注意とお願い

※製品破損による人への被害、物的損害が想定されますので、下記事項をお守りください。

■設置条件
●母屋の屋根からの雪が直接落ちない場所に設置してく
ださい。
●本製品は木造住宅の2階以下に取り付ける設計となって
おります。3階以上の高所には取り付けないでください。
●以下の性能に対応した地域に設置してください。
特殊地域用1200形→積雪40cm以下
●他社商品（バルコニー等）と組み合わせて設置しないで
ください。
●崖っぷちなどの高低差のある場所には設置しないでくだ
さい。
●柱なしタイプは先付け仕様のみ可能です。後付け仕様の
場合必ず柱を建ててください。

■躯体への固定
●躯体に取り付けずに独立で取り付けることは絶対にしな
いでください。
●プラグ類を使用してモルタル部分だけで固定することは
非常に危険ですから絶対に行わないでください。
●タッピンねじの下穴は指定された下穴より太いドリルを
使用しないでください。

■部材の固定
●組立ねじ・ボルトは必ず指定のものを使用してください。
又使用中緩まないように締め付けてください。

■施工時の足場について
●施工時は転落などの危険が無いように足場を設けてくだ
さい。

■絶緑処理について
●アルミ形材が亜鉛ステンレス以外の金属と接触するとき
は絶縁処理をしてください。

■基礎について
●後付け仕様の場合、柱基礎の施工はP19を参照し行っ
てください。

■パネルについて
●屋根パネルは当社指定の製品をご使用ください。

■施工上について
●母屋の構造材が入っている場所へ取り付けてください。
●みだりに改造・変更をしないでください。
●水平垂直は正確に測ってください。直角が出ていないと
施工に支障がでるおそれがあります。

●当社指定の付属品以外は取り付けないでください。
●取付けは専門業者が行ってください。専門知識のない方
が施工されますと不具合発生の原因となることがありま
す。
※漏水のおそれがありますので下記事項をお守りください。
●シーリング指定個所には必ずシーリング材を充てんして
ください。

注 意

妻梁に付いている「取扱い説明書」を御施主に必ずお渡しください。

お願い

●屋根には絶対にのらないでください。転落するおそれがあります。
●屋根の上に物をのせないでください。製品が破損し物が落下するおそれがあります。
●下記の積雪量を超える前に雪おろしをしてください。製品破損による被害のおそれが
あります。
雪の重さは雪の状態により大きく変化します。特に春先の雪は重く降雨や湿雪の後な
どは新雪にくらべ3倍位の重さになります。
※積雪量1cmあたり3kg/㎡（比重0.3）で算出しています。
（雪降ろしの際、絶対に水をかけないでください。雪がさらに重くなります。）
特殊地域用1200形→積雪40cm以下

注 意 ●当社指定の付属品以外は取
り付けないでください。

●ボルト・ナット・ねじ等は
絶対にゆるめないでくださ
い。
●雪降ろしの際、金属製スコ
ップ等を使用すると屋根材
が割れたり傷つく原因にな
ります。プラスチック製の
スコップ等で静かに行って
ください。

お願い

■施工される方へのお願い

■お施主様へのお願い（この文章はお施主様から問い合わせの際、活用してください。取扱い説明書と同文です）

基 本 図

■縦断面図（間口方向：垂木部分）

■縦断面図（間口方向：躯体側）

■縦断面図（出幅方向：端部） ●本説明書で使われているマークには以下のような意味があります。

…取扱いを誤った場合に、使用者が中・軽傷を負う危険及び物的損害の発生が想定されます。
　冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

注 意
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■施工上のご注意とお願い

■施工手順

■取付け手順〔標準タイプ〕

□１ブラケットの取付け

□２前枠の取付け

□３妻梁の取付け

□４垂木掛の取付け

□５垂木の取付け

□６屋根パネルの取付け

□７前枠アタッチの取付け

□８縦樋セット

■取付け手順〔連棟タイプ〕

□１部材の切詰

□２連棟用ブラケットの取付け

□３前枠・妻梁・壁付け枠の取付け

□４垂木掛けの取付け

□５連棟部の垂木・屋根パネルの取付け

■取付け手順〔後付けタイプ〕

■テラス本体の組立て

■バルコニーへの接続

■テラス柱の取付け

■姿図

■基本図
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■平面図

■縦断面図（出幅方向：連棟部）



ご用命は

本社　〒136-8535東京都江東区大島2-1-1

MAB-507Ｃ
7-990613.①.○

MAB-507Ｃ
表1.表4

●この商品に関するお問い合わせ先　商品相談室　TEL03(3638)8181

標準仕様

取付け説明書

パラソルーフ

m


